
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
梶
原

静
夫
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

９
月
18
日
と
10
月
16
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
令
和
6
年
度
八
幡
西
区
防

災
訓
練 

塔
野
小
で
開
催

　
近
年
の
気
象
状
況
や
地
理

的
特
性
を
踏
ま
え
、
河
川
氾

濫
や
土
砂
災
害
に
備
え
る
た

め
の
防
災
訓
練
が
11
月
30
日
、

塔
野
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る
。

想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
大

雨
に
よ
り
金
山
川
が
氾
濫
し
、

土
砂
崩
れ
も
発
生
。
塔
野
地

区
に
多
数
の
避
難
者
が
発
生

し
た
た
め
、
塔
野
小
学
校
体

育
館
を
避
難
所
と
し
て
開
設

し
た
と
う
い
訓
練
想
定
で
行

わ
れ
る
。
訓
練
内
容
は
、
①

防
災
講
話
、
②
避
難
所
運
営

訓
練
及
び
災
害
時
活
用
さ
れ

る
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
体
験
や

特
殊
車
両
等
の
聴
講
、
③
子

ど
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
④

給
食
及
び
給
水
配
給
訓
練
の

４
項
目
。

問
い
合
わ
せ
　
八
幡
西
区
役

　
10
月
27
日
、
則
松
金
山
川

の
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
園

周
辺
で
則
松
金
山
川
コ
ス
モ

ス
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

　
両
岸
に
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
丹
精
込
め
て
育
て

　
9
月
15
日
、
地
元
の
大
学

生
や
商
店
主
ら
で
作
る
実
行

委
員
会
（
春
木
聡
委
員
長
）

主
催
の
オ
リ
オ
ン
ピ
ッ
ク
２

０
２
４
が
Ｊ
Ｒ
折
尾
駅
南
側

の
堀
川
周
辺
で
行
わ
れ
、
26

た
20
万
本
の
コ
ス

モ
ス
が
咲
き
始
め
、

訪
れ
た
人
々
の
心

を
和
ま
せ
た
。
特

設
会
場
で
は
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
、
太

鼓
演
奏
な
ど
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

　
会
場
周
辺
に
は

売
店
が
軒
を
連
ね
、

食
べ
物
を
買
い
求

め
る
人
た
ち
で
賑

わ
っ
た
。

チ
ー
ム
約
１
５
０

人
の
参
加
者
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
折
尾
地
区
総
合

整
備
事
業
で
解
体

が
進
み
寂
し
く

な
っ
た
堀
川
沿
い

の
レ
ト
ロ
な
飲
食

店
街
も
、
こ
の
日

だ
け
は
レ
ー
ス
や

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

大
勢
の
人
出
で
賑

わ
っ
た
。

　
競
技
は
カ
ヌ
ー

所
総
務
企
画
課
地
域
防
災
係

☎
６
４
２
・
１
４
４
２

●
北
九
州
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
及
び
福
岡
県
知
事
選
挙

令
和
７
年
挙
行

　
令
和
７
年
は
、
１
月
に
北

九
州
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
、

３
月
に
福
岡
県
知
事
選
挙
が

行
わ
れ
る
。
有
権
者
の
投
票

機
会
の
確
保
及
び
公
平
公
正

な
選
挙
執
行
の
た
め
自
治
区

会
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

【
北
九
州
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
】
選
挙
期
日
＝
１
月
26

日
、
告
示
日
＝
１
月
17
日
、

期
日
前
投
票
＝
１
月
18
日
〜

１
月
25
日
、
期
日
前
投
票
所

＝
八
幡
西
区
役
所
、
折
尾
出

張
所
、
上
津
役
出
張
所
、
八

幡
南
出
張
所

【
福
岡
県
知
事
選
挙
】
選
挙

期
日
＝
３
月
23
日
、
告
示
日

＝
３
月
６
日
、
期
日
前
投
票

＝
３
月
７
日
〜
３
月
22
日
、

期
日
前
投
票
所
＝
八
幡
西
区

役
所
、
折
尾
出
張
所
、
上
津

役
出
張
所
、
八
幡
南
出
張
所

問
い
合
わ
せ
　
八
幡
西
区
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
６
４
２
・
１
４
４
３

●
北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

祭
開
催

　
11
月
で
１
周
年
を
迎
え
る

北
九
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
11
月
17
日
、
北
九

州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
祭
（
八

幡
西
区
制
50
周
年
記
念
事

業
）が
開
催
さ
れ
る
。

　
当
日
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
体
験
や
特
別
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
豪
華
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
な
ど
家
族
連
れ

で
楽
し
め
る
内
容
が
満
載
。

著
名
作
家
の
来
場
や
書
店
と

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
イ
ベ

ン
ト（
13
時
〜
17
時
）、
シ

ニ
ア
×
子
ど
も
e
ス
ポ
ー

ツ
大
会（
10
時
〜
12
時
）、

ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
の

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会（
ジ
ョ
イ

ポ
リ
ス
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
入
場

が
必
要
・
有
料
、限
定
開
催
）、

仕
事
を
学
ぶ
・
お
金
を
学
ぶ

・
子
ど
も
お
仕
事
体
験
が
で

き
る
お
り
ち
ょ
こ
ラ
ン
ド
、

東
筑
軒
の
１
日
限
定
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
開
店（
11
時
〜
16

レ
ー
ス
（
堀
川
）、
石
炭
運

び
レ
ー
ス
（
堀
川
沿
い
会

場
）、
豆
運
び
レ
ー
ス
（
折

尾
ま
ち
づ
く
り
記
念
館
）、

人
間
カ
ー
リ
ン
グ
（
同
）、

家
事
レ
ー
ス
（
同
）
が
あ
り
、

こ
の
５
種
目
で
優
勝
を
争
う
。

　
石
炭
運
び
レ
ー
ス
に
は
武

内
和
久
北
九
州
市
長
が
挑
戦
。

声
援
が
上
が
り
、
折
尾
駅
周

辺
は
終
日
賑
わ
っ
た
。

　
優
勝
チ
ー
ム
の
「
ひ
な
た

チ
ャ
プ
タ
ー
１
」
に
は
、
地

域
通
貨
３
０
、０
０
０
オ
リ

オ
ン
の
賞
金
が
贈
ら
れ
た
。

　
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

費
や
協
賛
金
の
一
部
は
堀
川

の
浄
化
に
充
て
ら
れ
る
予
定
。

一
輪
車
で
「
く
ろ
ダ
イ

ヤ
」
と
書
か
れ
た
段

ボ
ー
ル
を
苦
戦
し
な
が

ら
運
ぶ
市
長
の
姿
に
歓

声
が
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
飲
食
店
街
が

並
ぶ
堀
川
で
は
、
各

チ
ー
ム
の
精
鋭
が
カ

ヌ
ー
レ
ー
ス
に
挑
戦
。

必
死
で
パ
ド
ル
を
漕
ぐ

姿
に
川
岸
か
ら
観
客
の

時
）、「
か
し
わ
め
し
」オ
リ

ジ
ナ
ル
ト
ッ
ピ
ン
グ
体
験

（
12
時
、14
時
、15
時
・
参
加
費

５
０
０
円
）な
ど
１
日
中
楽

し
め
る
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

日
時
　
11
月
17
日
㈰
10
時
〜

17
時

所
在
地
　
八
幡
西
区
美
吉
野

町
16
番
（
ラ
・
ム
ウ
水
巻
店

並
列
）

問
い
合
わ
せ 

北
九
州
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ

Ｚ
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱
）

☎
８
６
３
・
０
１
０
８

●
区
政
懇
談
会
へ
議
題
提
出

　
令
和
６
年
度
区
政
懇
談
会

が
11
月
20
日
19
時
か
ら
行
わ

れ
る
。
大
膳
、
則
松
西
・
則

松
団
地
・
則
松
東
連
名
、
光

貞
台
、
御
開
か
ら
４
議
題
が

提
出
さ
れ
る
。

折尾地区自治区会
連合会定例会

地
域
の
課
題
を
提
出

　
　▼区
政
懇
談
会
11
月
20
日
開
催
▲

「折尾の変遷。
だから、今、楽しもう」
をテーマに
オリオンピック
２０２４　開催

フラダンスに拍手を送る観客

観客の声援を受けながらパドルを漕ぐ選手たち

ゲームに苦戦する武内市長

院　長　　大　楽　雅　史
大浦1丁目13ｰ14 （産医大正門前通り）
電　話　0 9 3 ｰ 6 0 3 ｰ 8 3 9 3

だいらく小児科
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10
月
18
日
、
日
峯
神
社
で

秋
の
収
穫
と
無
病
息
災
を
感

謝
す
る
秋
の
大
祭
（
宮く

ん
ち日

祭さ
い
）
が
開
か
れ
た
。

　
祭
典
に
先
駆
け
て
町
内
を

練
り
歩
い
た
神
輿
が
境
内
に

戻
り
、「
日
峯
祭
神
く
ぐ
り
」

が
行
わ
れ
た
。
日
峯
祭
神
会

の
若
手
担
ぎ
手
が
太
鼓
の
合

図
に
合
わ
せ
、「
ち
ょ
う
さ

い
や
、
ち
ょ
う
さ
い
や
」
の

掛
け
声
で
神
輿
を
頭
上
に
担

ぎ
上
げ
る
と
、
そ
の
下
を
参

拝
者
が
く
ぐ
り
無
病
息
災
を

祈
っ
た
。

　
今
年
は
特
設
舞
台
や
マ
ル

　
10
月
５
日
、
６
日
の
２
日

間
、
折
尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー

（
寺
本
裕
美
館
長
）
で
「
折

尾
東
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」
が
あ
っ
た
。

　
初
日
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で

プ
チ
マ
ル
シ
ェ
が
あ
り
、
雑

貨
や
野
菜
な
ど
掘
り
出
し
物

を
買
い
求
め
る
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
和
室
で
は
こ
ど
も

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ウ
リ

ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
２
日
目
の
芸
能
発
表
会
で

は
、
大
正
琴
の
演
奏
や
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
歌
、

　
10
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で

の
３
日
間
、
医
生
丘
市
民
セ

ン
タ
ー
（
大
場
智
恵
館
長
）

で
「
医
生
丘
文
化
祭
」
が

あ
っ
た
。

　
館
内
で
は
、
生
花
、
書
道
、

手
芸
、
郷
土
史
、
絵
手
紙
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
や
地

域
有
志
、
児
童
・
園
児
の
作

品
展
示
、
健
康
相
談
、
喫
茶

等
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
屋
外

広
場
で
は
、
餅
や
寿
司
、
パ

ン
の
販
売
な
ど
の
バ
ザ
ー
や

子
ど
も
遊
び
、
昔
遊
び
、
餅

つ
き
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

で
賑
わ
っ
た
。

４年ぶりに賑わう敬老会
９月15日 かねやす

最後に全員で炭坑節
９月14日 則松市民センター

余興などで感動のひととき
９月７日 折尾西市民センター

浅川台小松自治区会（安部俊一会長） 折尾東自治区会（大庭武司会長） 折尾南自治区会（渡辺保会長）

恒例のフラダンスに拍手を送る参加者 日舞を鑑賞する参加者 花柳流日本舞踊を楽しむ参加者

〔参加者〕54 人。
　４年ぶりの敬老祝賀会。小松恒例のフラ
ダンスやカラオケ大会を行い、最後に全員
で炭坑節を踊って楽しいひと時を過ごしま
した。

〔参加者〕48 人。
　民舞その他アコーディオン演奏の観賞、
参加者全員の合唱、ビンゴゲーム等を行い、
最後に全員で「炭坑節」を踊り、楽しい一
日を過ごしました。

〔参加者〕36 人。
　折尾西市民センターの中村館長から、場
所の提供、余興の紹介、会食の助言等全面
的支援いただき開催。余興では、ハーモニ
カ演奏５曲を参加者全員で合唱。花柳菊凛
理先生門下生による日本舞踊もあり、感動
のひと時を過ごしました。

いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会 写真、資料は
主催者提供

子ども太鼓で盆踊り大会
９月29日 サンレー北九州紫雲閣

手づくり敬老会盛大に
９月22日 医生丘小学校体育館

保育園児がお出迎え
９月16日 則松東公民館

大膳自治区会（木村栄久会長） 医生丘まちづくり協議会（水ノ江光義会長） 則松東地域福祉協議会（社川保弘会長）

最後を飾った子ども太鼓の盆踊り大会 オープニングの保育園児の演技を観る参加者 則松保育園児の遊戯を楽しむ参加者

〔参加者〕91 人。
　お楽しみ抽選会、婦人有志のファッショ
ンショー、フラダンス、カラオケ、最後は
子ども太鼓による盆踊り大会で大いに盛り
上がりました。

〔参加者〕160 人。
　４自治区会合同で行われ、すべて手作り
の敬老祝賀会。保育園児の演技で始まり、
フラダンス、コーラス、踊りと続き、最後
は歌謡ショー。歌手が会場を回りながら握
手や写真撮影のサービスなどもあり、盛大
に開催された。

〔参加者〕26 人。
　当日は大変厳しい暑さでしたが、則松保
育園園児の皆さんの可愛い歌声と勇壮な神
洲太鼓の演技を楽しんだ後、参加者全員で
懐かしの唱歌と歌謡曲を歌ってお開きにな
りました。

日峯神社秋の大祭

折尾東市民センター

折尾東地域
ふれあいセンターまつり

医生丘市民センター

「折尾の変遷。
だから、今、楽しもう」
をテーマに
オリオンピック
２０２４　開催

阿　部

医生ケ丘３-２６
産業医大前交番横

電　話　６０３-６７１１

上　野　歯　科

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４
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10
月
18
日
、
日
峯
神
社
で

秋
の
収
穫
と
無
病
息
災
を
感

謝
す
る
秋
の
大
祭
（
宮く

ん
ち日

祭さ
い
）
が
開
か
れ
た
。

　
祭
典
に
先
駆
け
て
町
内
を

練
り
歩
い
た
神
輿
が
境
内
に

戻
り
、「
日
峯
祭
神
く
ぐ
り
」

が
行
わ
れ
た
。
日
峯
祭
神
会

の
若
手
担
ぎ
手
が
太
鼓
の
合

図
に
合
わ
せ
、「
ち
ょ
う
さ

い
や
、
ち
ょ
う
さ
い
や
」
の

掛
け
声
で
神
輿
を
頭
上
に
担

ぎ
上
げ
る
と
、
そ
の
下
を
参

拝
者
が
く
ぐ
り
無
病
息
災
を

祈
っ
た
。

　
今
年
は
特
設
舞
台
や
マ
ル

は
じ
め
と
し
た
薬
物
犯
罪
が

多
発
。
若
者
の
好
奇
心
や
一

回
だ
け
だ
っ
た
ら
と
言
っ
た

安
易
な
気
持
ち
か
ら
後
を
絶

た
な
い
。

　
山
本
氏
は
、
こ
の
折
尾
地

域
か
ら
そ
の
様
な
薬
物
犯
罪

を
防
ぐ
た
め
各
大
学
で
講
演

の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
10
月
５
日
、
６
日
の
２
日

間
、
折
尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー

（
寺
本
裕
美
館
長
）
で
「
折

尾
東
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」
が
あ
っ
た
。

　
初
日
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で

プ
チ
マ
ル
シ
ェ
が
あ
り
、
雑

貨
や
野
菜
な
ど
掘
り
出
し
物

を
買
い
求
め
る
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。
和
室
で
は
こ
ど
も

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ウ
リ

ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
２
日
目
の
芸
能
発
表
会
で

は
、
大
正
琴
の
演
奏
や
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
歌
、

イ
ベ
ン
ト
が
本
殿
横
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
あ
り
、
北

九
州
市
消
防
音
楽
隊
・
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
奏
・
演

技
を
皮
切
り
に
、
踊
り
や

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、

バ
ン
ド
演
奏
、
太
鼓
演
技

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
た
。

　
最
後
は
餅
ま
き
で
閉
幕
。

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
清
々
し

い
祭
り
日
和
と
な
っ
た
。

尾
愛
真
短
期
大
学
で
講

演
。
参
加
し
た
１
２
６

人
（
半
数
は
海
外
留
学

生
）
の
学
生
に
薬
物
の

現
状
や
恐
さ
、
身
体
に

与
え
る
影
響
、
社
会
的

リ
ス
ク
等
を
伝
え
、
絶

対
に
手
を
出
さ
な
い
こ

と
を
訴
え
た
。

　
学
生
か
ら
「
薬
物
乱

用
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

深
く
理
解
で
き
た
」「
予

防
の
重
要
性
を
再
認
識

で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
10
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で

の
３
日
間
、
医
生
丘
市
民
セ

ン
タ
ー
（
大
場
智
恵
館
長
）

で
「
医
生
丘
文
化
祭
」
が

あ
っ
た
。

　
館
内
で
は
、
生
花
、
書
道
、

手
芸
、
郷
土
史
、
絵
手
紙
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
や
地

域
有
志
、
児
童
・
園
児
の
作

品
展
示
、
健
康
相
談
、
喫
茶

等
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
屋
外

広
場
で
は
、
餅
や
寿
司
、
パ

ン
の
販
売
な
ど
の
バ
ザ
ー
や

子
ど
も
遊
び
、
昔
遊
び
、
餅

つ
き
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

で
賑
わ
っ
た
。

　
10
月
20
日
、
旗
頭
神
社
で

陣
原
秋
ま
つ
り
（
秋
吉
泰
志

実
行
委
員
長
）
が
あ
り
、
親

子
連
れ
な
ど
多
く
の
人
出
で

賑
わ
っ
た
。

　
境
内
に
は
新
鮮
野
菜
の
即

売
や
健
康
相
談
、
お
で
ん
や

　
地
域
の
保
護
司
、
山
本
敏

明
氏
（
八
幡
保
護
司
会
副
会

長
・
元
市
消
防
局
警
防
部

長
）
が
、
10
月
か
ら
の
「
薬

物
乱
用
防
止
強
調
月
間
」
に

先
駆
け
、
地
元
の
大
学
や
短

期
大
学
で
「
薬
物
防
止
講
演

会
」
を
行
っ
た
。

　
全
国
の
大
学
で
は
大
麻
を

シ
ェ
会
場
が
本
殿
横

の
駐
車
場
に
設
け
ら

れ
、
舞
台
で
は
扇
や

鈴
を
持
っ
て
子
ど
も

た
ち
が
舞
う
浦
安
舞

や
勇
壮
華
麗
な
折
尾

神
楽
が
奉
納
さ
れ
た
。

駐
車
場
で
は
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
や
く
じ
引
き
、

飲
み
物
な
ど
の
出
店

が
あ
り
、
家
族
連
れ

な
ど
多
く
の
人
出
で

賑
わ
っ
た
。

　
９
月
10
日
、
九
州
共
立
大

学
で
２
６
１
人
の
学
生
が
参

加
し
て
講
演
を
実
施
。
薬
物

乱
用
の
危
険
性
、
薬
物
が
心

身
に
与
え
る
害
、
誘
い
の
手

口
や
誘
い
を
断
る
方
法
な
ど

を
詳
し
く
解
説
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
加
し
た
折
尾

警
察
署
生
活
安
全
課
長
と
福

岡
保
護
観
察
所
北
九
州
支
部

観
察
官
が
、
県
内
の
薬
物
関

連
の
検
挙
状
況
や
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
７
日
に
は
折

う
ど
ん
、
お
つ
ま
み
、

飲
み
物
な
ど
の
テ
ン

ト
が
並
び
、
子
ど
も

向
け
の
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
た
。
参
道

横
で
は
餅
つ
き
大
会

が
あ
り
、
大
人
に
混

じ
っ
て
子
ど
も
た
ち

が
餅
つ
き
を
体
験
。

重
い
杵
を
力
い
っ
ぱ

い
振
り
下
ろ
し
て
い

た
。

　
午
後
か
ら
は
芸
能

民
謡
な
ど
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
。
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起

こ
っ
て
い
た
。

　
ま
た
両
日
と
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー

ム
や
会
議
室
で
、
ク

ラ
ブ
生
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
が
見
学
に
訪
れ

て
い
た
。

　
最
終
日
の
芸
能
ま

つ
り
で
は
、
コ
ー
ラ

ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、
日

舞
、
太
極
拳
、
踊
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ

こ
い
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
大
き
な
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
た
。

　
３
日
間
を
通
し
て

市
民
セ
ン
タ
ー
内
外

は
「
交
流
と
ふ
れ
あ

い
の
場
」
と
な
っ
た
。

旗頭神社
陣原秋まつり

芸能イベントで
拍手喝采！地

域
の
保
護
司
が

　
　
「
薬
物
防
止
講
演
会
」

高く掲げた神輿の下をくぐる参拝者

大勢の来場者で賑わうプチマルシェ会場

消防音楽隊とカラーガード隊の演技を見守る観客

山本氏の講演に耳を傾ける大学生の皆さん（九州共立大学にて）

オープニングで合唱を披露するうたの会しゃぼん玉の皆さん

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

ひ
よ
ど
り
の
賑
わ
す
声
に
冬
近
し

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

友
偲
ぶ
秋
の
夜
長
の
深し

ん
や
び
ん

夜
便

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

画
く
や
う
黄
金
の
中
を
稲
刈
機

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

ひ
と
り
身み

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
楽た

の

し
児こ

ら
を
待ま

つ

百
崎
　
良
雄
（
浅
川
学
園
台
）

秋
夜
空
一
億
光
年
い
ま
届
く

長
田
　
正
幸
（
光
貞
台
）

突
然
に
狭さ

に
わ庭
に
咲
き
し
彼
岸
花

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
純
白
に
咲
い
て
ミ
ス
テ
リ
ー

秋あ
き

空ぞ
ら

に
月
は
登
り
て
十
三
夜

田
代
　
倫
子
（
則
　
松
）

　
　
季
節
め
ぐ
り
て
夜よ

は
涼
し
か
り

集
合
も
整
列
も
良
し
曼
殊
沙
華

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
め
ぐ
る
季
節
の
公
園
飾
る

桑
の
実
を
ち
ぎ
っ
て
食
べ
た
べ
帰
っ
た
ね

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
学
校
帰
り
の
里
の
小
道
よ

袴
田
さ
ん
無
実
確
定
秋
澄
み
て

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

顔
上
げ
て
ご
ら
ん
よ
ほ
ら
ね
秋
た
わ
わ

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

お
彼
岸
の
草
木
の
陰
の
虫
の
経

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

つ
ま
よ
う
じ
咥く

わ

え
て
い
る
よ
忘
れ
て
る

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

年
金
日
な
ぜ
か
パ
ワ
ー
が
湧
い
て
く
る

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
着
物
似
合
う
よ
七
五
三

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

ザ
ク
ザ
ク
と
子
供
に
戻
り
落
ち
葉
踏
む

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）
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こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

「
こ
の
人
、
話
し
や
す
い
」

と
、
思
っ
た
ら
そ
の
お
話
の
お
相
手
の
行
き
届
い
た
配

慮
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。
会
話
が
弾
む
の
は
、
自
分
の
お
か
げ
（
手
柄
）
で

は
な
く
、
相
手
の
気
配
り
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉



　
あ
と
吾
妻
鑑
を
急
ぎ
繙
い

て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
四
月
十
二
日
の
項
に「
平

家
滅
亡
」の
後
、
西
海
に
お

い
て
、
沙
汰
あ
る
べ
き
条
々
、

今
日
の
議
を
経
て
、
参
州
は

し
ば
ら
く
九
州
に
駐
し
、
没

官
領（
平
家
の
没
収
地
）以

下
の
事
、
こ
れ
を
尋
ね
沙
汰

せ
し
む
べ
し
、
廷
尉（
義
経
）

は
捕
虜
を
連
れ
て
上
洛
す
べ

き
の
由
定
め
ら
る
る
」と
。

　
四
月
二
十
四
日
、
範
頼
朝

臣
そ
の
身
九
州
に
あ
り
。
参

河
国
司
を
辞
す
。
そ
の
辞
状

今
日
関
東
に
到
着
す
。

　
は
な
し
は
、
頼
朝
と
そ
の

弟
た
ち
の
関
係
に
か
ら
む
が
、

平
家
軍
の
没
落
と
共
に
、
こ

の
辺
か
ら
義
経
も
範
頼
も
身

辺
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
皮
肉
な
こ

と
で
あ
る
。
頼
朝
が
承
知
し

て
い
る
と
は
い
え
、
範
頼
の
任

官
も
け
っ
し
て
快
く
は
思
っ
て

し
よ
う
と
汲
々
と
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
あ
と
の
義
経
の
悲
劇

的
逃
避
行
に
つ
い
て
は
、
目

的
外
だ
か
ら
本
稿
で
は
触
れ

ま
い
。

い
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い

る
範
頼
は
、

そ
れ
を
辞
退

し
て
頼
朝
の

心
証
を
よ
く

　
範
頼
の
武
将
と
し
て
、
ま

た
、
戦
後
の
軍
政
手
腕
に
つ

い
て
も
、
頼
朝
の
心
証
は
決

し
て
よ
く
な
か
っ
た
。

　
七
月
十
二
日
の
項
に「
参

州
は
今
鎮
西
に
あ
り
。し
か

る
に
管
国
等
狼
藉
あ
る
の
由
、

所
々
よ
り
そ
の
訴
あ
り
」と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
あ
と

「
帰
洛
せ
ら
る
べ
き
の
由
、

今
日
参
州
の
も
と
に
仰
せ
遣

は
さ
る
る
」と
。帰
っ
て
来
い

　
昭
和
34
年
頃
の
写
真
で
、

折
尾
側
か
ら
水
巻
方
面
を
撮

影
し
た
も
の
。
中
央
の
小
山

は
国
道
３
号
の
バ
イ
パ
ス
工

事
で
、
水
巻
町
と
の
境
界
付

近
の
山
を
切
り
取
っ
た
時
に

で
き
た
山
の
一
部
。
工
事
が

進
む
に
つ
れ
徐
々
に
削
ら
れ
、

最
後
は
完
全
に
消
滅
し
た
幻

の
小
山
。
右
側
の
山
蔭
に
は

頃
末
小
学
校
、
左
側
の
山
蔭

に
は
桂
材
木
店
が
あ
る
。

と
い
う
命
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
七
月
、
鎮
西
の
巡
視
を
中

原
久
経
、
近
藤
国
平
に
命
ず
。

　
七
月
、
九
州
没
管
領
に
、

地
頭
を
定
め
た
上
、
範
頼
を

帰
洛
せ
し
む
。

　
こ
う
し
た
鎌
倉
か
ら
の

「
帰
れ
」の
下
知
が
次
々
と

な
さ
れ
て
い
る
。

　
九
月
二
十
一
日
、
参
河
守

の
使
者
到
着
す
。

　
鎌
倉
で
は
、
ま
だ
参
河
守

と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
使

者
は「
帰
洛
の
厳
命
を
蒙
る

と
い
え
ど
も
、
風
波
の
難
に

よ
っ
て
遅
れ
申
訳
な
し
」と
、

範
頼
の
言
い
訳
の
こ
と
ば
を

伝
え
て
い
る
。

　
思
う
に
、
こ
の
頃
義
経
は

す
で
に
頼
朝
か
ら
追
手
を
か

け
ら
れ
、
逃
げ
回
っ
て
い
る

最
中
で
あ
り
、
範
頼
は
い
よ

い
よ
身
の
危
険
を
感
じ
て
お

り
、
九
州
か
ら
引
き
揚
げ
る

腰
が
重
か
っ
た
こ
と
が
察
せ

ら
れ
る
。

▼
十
月
二
十
日
、
範
頼
鎌
倉

へ
。

　
こ
れ
以
後
、
再
び
範
頼
が

西
下
し
た
記
録
は
見
あ
た
ら

な
い
。

　
九
州
の
治
政
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
に
守
護
、
地
頭
が
置

か
れ
門
司
親
房
、
長
野
長
盛

ら
が
任
命
さ
れ
て
北
九
州
地

区
の
地
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　
翌
一
一
八
六
年（
文
治
二

年
）に
な
る
と
、九
州
総
追

捕
使（
鎮
西
奉
行
）と
し
て
、

天
野
遠
景
を
任
命
し
て
い
る
。

　
天
野
は
、
範
頼
に
従
っ
て

平
氏
追
討
の
た
め
九
州
に
来

て
い
た
の
だ
か
ら
、
範
頼
が

鎌
倉
へ
帰
っ
た
あ
と
、
そ
の

代
行
を
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　「
期
間
」を
整
理
し
て
み

る
と
、
一
月
二
十
六
日
か
ら
、

十
月
二
十
日
ま
で
と
な
る
。

　
一
月
に
渡
っ
て
、
度
々
引

か
え
し
て
三
月
二
日
に
確
実

に
上
陸
駐
留
を
は
じ
め
た
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
な

る
と
さ
ら
に
短
く
な
る
が
、

一
月
を
起
点
に
し
て
も
、

僅
々
九
ヵ
月
で
あ
る
。

　
こ
の「
期
間
」中
、ど
こ
に

居
住
し
て
い
た
の
か
。「
本

城
」で
あ
る
と
い
う
確
証
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
の
手
元

に
は
な
い
。

　
な
お
余
談
だ
が
、
こ
の
あ

と
八
年
後（
一
一
九
三
年
）

に
範
頼
は
伊
豆
に
追
放
さ
れ
、

殺
害
さ
れ
て
い
る
。

　
因
み
に
、
義
経
は（
一
一

八
九
年
）奥
州
の
衣
川
館
で
、

追
い
つ
め
ら
れ
て
自
害
し
て

い
る
の
は
、
大
方
ご
承
知
の

通
り
で
あ
る
。

　
悲
劇
の
武
将
た
ち
で
あ
る
。

範
頼
が
も
し「
本
城
」に
在

陣
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ

の
地
を
指
し
て「
嗚
呼
–
我

が
生
涯
の
花
の
時
代
を
過
ご

し
た
と
こ
ろ
」と
俯
仰
懐
古

し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

（
白
石
止 

記
）

　
本
紙
で
過
去
に
掲
載
し
た
歴
史
随
筆
を
数
回
に
分
け
て

紹
介
し
た
い
。

　
当
時
の
本
紙
初
代
主
宰
、
故
白
石
止
が
し
た
た
め
た
も
の

で
、
内
容
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
説
と
し

て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　則松在住の樋口正博さん（88 歳）が若
い頃から撮り続けた膨大な写真の中から、
これは！と思われる写真をピックアップ
して時代の移り変わりを紹介。

郷
土
の
歴
史
考
③

（最終回）

“

花
の
期
間”

は
九
ヵ
月
？

源
範
頼
の
九
州
（
本
城
）
駐
留
考
随
筆

【
昭
和
55
年
5
月
15
日
第
46
号
掲
載
】

～樋口家
アルバムから～

写真帳から見る
　　時代の変遷

幻？の小山

【
完
成
後
の
国
道
３
号
】

昭和 34年頃

創業60年

自動車整備士さん募集中!!
　　　　（家庭的な雰囲気です♪）

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。配車室㈹ ☎ 691－1152
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